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こんなことが

決まりました

6月定例会

《
報　

告
》

○
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書

○
事
故
繰
越
し
繰
越
計
算
書

《
人　

事
》

○
農
業
委
員
会
の
委
員
の
任
命
（
同
意
）

・
住
所　

五
木
村
甲
７
０
６
７
番
地

　

氏
名　

森
下　

德
光

・
住
所　

五
木
村
甲
２
１
８
番
地

　

氏
名　

中
村　

弘
信

・
住
所　

五
木
村
甲
３
８
６
１
番
地

　

氏
名　

松
井　

秀
夫

・
住
所　

五
木
村
甲
６
４
８
８
番
地
８
４

　

氏
名　

中
村　

恒
雄

・
住
所　

五
木
村
甲
７
２
８
２
番
地

　

氏
名　

尾
方　

重
繼

・
住
所　

五
木
村
甲
４
２
６
２
番
地

　

氏
名　

印
道　

清
子

《
条
例
の
一
部
改
正
》

○
五
木
村
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
（
賛
成
多
数
に

よ
り
可
決
）

平
成
30

年
度
か
ら
の
国
保
広
域
化

（
都
道
府
県
主
体
化
）
へ
の
移
行
を

踏
ま
え
、
国
保
財
政
の
健
全
化
を
図

る
た
め
に
段
階
的
な
税
率
引
き
上
げ

を
行
う
必
要
が
あ
る
た
め
。

主
な
改
正
内
容

　

基
礎
課
税
額

　
　

52
万
円　

↓　

54
万
円

　

後
期
高
齢
者
支
援
金
等
課
税
額

　
　

17
万
円　

↓　

19
万
円

　

所
得
割

　
　

７
・
８
０
％

　
　
　

↓　

８
・
５
０
％

　

均
等
割

　
　

２
１
，
０
０
０
円

　
　
　

↓　

２
３
，
０
０
０
円

　

平
等
割

　
　

１
５
，
０
０
０
円

　
　
　

↓　

１
７
，
０
０
０
円

　

保
険
税
の
減
額

　
　

い
わ
ゆ
る
７
割
・
５
割
・
２
割

　
　

減
税
措
置
の
税
額
変
更

《
議
員
提
案
》

○
五
木
村
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
（
可
決
）

　
　

本
村
議
会
の
常
任
委
員
会
の
委
員

定
数
５
人
を
そ
れ
ぞ
れ
４
人
と
す

る
。

○
五
木
村
議
会
広
報
の
発
行
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
可

決
）

　
　

本
村
議
会
の
広
報
委
員
会
の
委
員

定
数
５
人
を
５
人
以
内
と
す
る
。

　

平
成
29
年
第
２
回
五
木
村
議
会
定
例
会
が
、
平
成
29
年
６

月
13
日
か
ら
14
日
ま
で
の
２
日
間
開
催
、「
報
告
」
２
件
、「
農

業
委
員
会
委
員
の
任
命
」
６
件
、「
条
例
の
一
部
改
正
」
１
件
、

「
平
成
29
年
度
補
正
予
算
」
４
件
、
「
議
員
提
案
」
２
件
の
合

計
15
件
は
審
議
の
結
果
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
で
は
３
人
の
議
員
が
村
政
に
つ
い
て
質
問
し
ま

し
た
。

制度改正に伴い新しい農業委員が承認される
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６月定例会補正予算
会　　計　　名 補正前額 補正額 予算現額

一 般 会 計 26億2,816万円 4,172万7千円 26億6,988万7千円

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 1億9,566万4千円 △ 353万3千円 1億9,213万1千円

簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計 1,856万6千円 215万5千円 2,072万1千円

介 護 保 険 特 別 会 計 2億1,011万9千円 151万9千円 2億1,163万8千円

一般会計補正予算の主なもの
総 務 費 納屋解体等工事（平瀬地区） 190 万 4 千円

衛 生 費
八重地区飲料水供給施設改修設計業務委託料 900 万円

ごみステーション施設整備事業補助金 95 万円

農 林 水 産 業 費 緑の産業再生プロジェクト促進事業補助金 501 万円

商 工 費 物産館高圧気中開閉器取替修繕料 197 万 1 千円

消 防 費 消火栓ボックス修繕料 44 万 5 千円

教 育 費
歴史文化交流館ガイドブック（外国語版） 160 万円

燻蒸機材購入 60 万円

平成29年第４回臨時議会（平成29年４月26日）

議案第 37 号 工事請負変更契約の締結

工 事 名　　林道空舎線災害復旧工事

契約金額　　当初 9,774 万円

　　　　　　変更 1 億 4,054 万 716 円

　　　　　　増額 4,280 万 716 円

契約相手　　株式会社　尾方組

議案　可決

臨 時 議 会

林道空舎線災害現場
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地
方
創
生
に
関
す
る
特
別
委
員
会

　
　

森
林
組
合
は
、
森
林
作
業
計
画
に

基
づ
き
班
別
に
植
付
、
下
払
、
伐
採
か

ら
集
積
作
業
ま
で
一
連
の
作
業
を
さ
せ

て
い
く
方
針
で
あ
る
。
森
林
整
備
員
確

保
の
努
力
は
さ
れ
て
い
る
が
、
依
然
と

し
て
厳
し
い
状
況
で
あ
り
、
事
業
を
実

施
し
て
い
く
た
め
に
は
機
械
力
で
対
応

せ
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ

た
。

　
　

ま
た
、
保
有
す
る
高
性
能
機
械
が
少

な
く
リ
ー
ス
で
対
応
し
て
い
る
が
、
機

械
を
リ
ー
ス
で
確
保
す
る
の
は
厳
し
い

こ
と
と
経
費
が
か
さ
む
こ
と
か
ら
、
今

回
導
入
計
画
を
し
て
い
る
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。

　
　

経
済
常
任
委
員
会
と
し
て
は
、
今
回

聞
き
取
り
調
査
を
し
た
結
果
、
作
業
効

率
を
考
え
る
と
高
性
能
機
械
の
必
要
性

は
認
識
し
た
が
、
リ
ー
ス
か
あ
る
い
は

購
入
か
に
つ
い
て
は
森
林
組
合
の
経
営

に
関
す
る
問
題
で
あ
る
の
で
云
々
は
言

え
な
い
が
、
林
業
振
興
に
対
す
る
村
の

補
助
支
援
に
つ
い
て
は
、
他
の
事
業
体

も
あ
る
の
で
、
村
の
補
助
規
定
や
財
源

等
を
考
慮
し
な
が
ら
執
行
部
で
検
討
さ

れ
る
こ
と
を
求
め
る
。

５
．
ま
と
め

　

「
平
成
27

年
10

月
に
策
定
さ
れ
た
『
五
木
村

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
』
に
つ

い
て
は
、
〜
『
誇
れ
る
ふ
る
さ
と
五
木
村
』
を

め
ざ
し
て
〜
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、
中
長

期
的
な
視
野
に
立
っ
て
、
国
の
総
合
戦
略
５
原

則
、
自
立
性
、
将
来
性
、
地
域
性
、
直
接
性
、

結
果
重
視
に
則
っ
た
平
成
27

年
度
か
ら
平
成
31

年
度
ま
で
の
５
年
間
を
対
象
期
間
と
す
る
施
策

の
も
の
で
あ
る
。

　

五
木
村
議
会
で
は
、
平
成
28

年
度
に
地
方
創

生
に
関
す
る
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、
行
政
や

住
民
だ
け
で
な
く
議
会
と
し
て
も
課
題
克
服
に

向
け
て
深
く
議
論
を
す
る
必
要
が
あ
る
と
認
識

し
、
協
議
を
重
ね
て
き
た
。

　

特
別
委
員
会
と
し
て
は
、
数
回
に
わ
た
る
会

議
や
研
修
を
行
っ
た
中
で
浮
き
彫
り
と
な
っ
た

五
木
村
の
著
し
い
少
子
高
齢
化
や
目
指
す
産
業

振
興
の
取
り
組
み
を
も
と
に
、
若
年
層
の
村
外

流
出
防
止
、
産
業
と
雇
用
の
創
出
、
移
住
定
住

の
促
進
、
交
流
人
口
の
拡
大
、
若
い
世
代
の
希

望
の
実
現
（
結
婚
、
妊
娠
、
出
産
、
育
児
）
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
な
ど
に
よ
り
、
地

方
創
生
の
理
念
で
あ
る
「
個
性
豊
か
で
魅
力
あ

る
地
域
社
会
」
、
「
潤
い
の
あ
る
豊
か
な
生

活
」
、
「
日
常
社
会
生
活
の
基
盤
と
な
る
サ
ー

ビ
ス
提
供
確
保
」
、
「
結
婚
・
出
産
・
育
児
に

希
望
を
持
て
る
社
会
」
、
「
仕
事
と
生
活
の
調

和
」
、
「
魅
力
あ
る
就
業
機
会
の
創
出
」
等
の

実
現
に
向
け
て
、
今
後
も
行
政
執
行
部
が
積
極

的
に
取
り
組
ま
れ
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

　

な
お
、
総
合
戦
略
に
掲
げ
る
施
策
の
推
進
に

か
か
わ
ら
ず
、
日
本
全
体
の
人
口
減
少
傾
向
は

続
い
て
い
く
と
思
わ
れ
る
た
め
、
関
係
機
関
や

村
全
体
と
危
機
感
を
共
有
し
な
が
ら
、
従
来
か

ら
の
施
策
の
反
省
に
立
ち
、
他
市
町
村
と
同
様

な
取
り
組
み
か
ら
抜
け
出
る
よ
う
な
も
の
を
期

待
す
る
。

　

さ
ら
に
、
戦
略
の
計
画
、
実
行
、
評
価
、
改

善
（
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
サ
イ
ク
ル
）
を

確
立
し
た
う
え
で
、
重
要
業
績
評
価
指
標
（
Ｋ

Ｐ
Ｉ
）
の
結
果
に
つ
い
て
も
進
捗
状
況
を
随
時

示
す
こ
と
で
施
策
の
充
実
に
反
映
さ
れ
る
よ
う

重
ね
て
要
望
し
、
提
言
さ
れ
る
よ
う
報
告
す

る
。

　

平
成
29

年
５
月
15

日

•
全
委
員
5

名
、
議
会
事
務
局
長

•
森
林
組
合
長
、
参
事
、
総
務
課
長
、
事

業
課
長
4

名

•
役
場
議
員
控
室

　

陳
情
書
「
五
木
村
森
林
組
合
か
ら
の
高

性
能
機
械
購
入
の
助
成
要
望
案
件
」

　
　

平
成
29

年
第
1

回
五
木
村
議
会
定
例

会
に
て
付
託
さ
れ
た
平
成
28

年
12

月
13

日
付
け
で
陳
情
書
の
提
出
が
あ
っ
た
こ

と
に
つ
い
て
、
平
成
29

年
4

月
20

日
役

場
農
林
課
と
の
協
議
を
経
て
、
平
成
29

年
5

月
15

日
に
五
木
村
森
林
組
合
か
ら

調
査
聞
き
取
り
を
行
っ
た
。

１
．
特
別
委
員
会
の
目
的

　

「
五
木
村
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合

戦
略
」
の
施
策
に
つ
い
て
調
査
研
究
す
る

た
め

２
．
構
成

　

山
本
委
員
長
ほ
か
全
議
員
（
委
員
）

　

10

名

３
．
調
査
に
当
た
っ
た
期
間

　

特
別
委
員
会
設
置
か
ら
１
年
間

４
．
調
査
の
経
過

経

済

常

任

委

員

会

委
員
会
開
催
日

出

席

者

開
催
場
所

調
査
事
件

調
査
経
過

ま

と

め

期日 内容 協議事項等

H28.6.16 特別委員会の設置 山本議員より議員提案

H28.7.  6 第 1 回特別委員会 今後の取り組みについて

H28.7.25 第 2 回特別委員会
まち・ひと・しごと創生総合
戦略について

H28.8.18 第 3 回特別委員会 地区別人口の再確認について

H29.2.  1 第 4 回特別委員会
人口ビジョンアンケート、定
住促進先進地等について

H29.2.21 視察研修 宮崎県西米良村おがわ作小屋村

H29.2.27 第 5 回特別委員会 視察研修のまとめ

H29.5.24 第 6 回特別委員会 委員会報告のまとめ



五木村議会だより　№ 1 2 15

山本　豊 議員

村民の収入面での直接効果は
和田村長　今計画しているものを　　

着実に実施していく

��������

����
�

����
�

����

����
�

一般
　　質問

質
問　

和
田
村
長
29

年
度
施
策

方
針
10

項
目

⑴
平
成
28

年
度
熊
本
地
震
か
ら

一
年

⑵
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
確
立

と
基
盤
整
備

⑶
交
流
人
口
の
拡
大
に
向
け
て

⑷
道
路
砂
防
施
設
の
強
化

⑸
魅
力
あ
る
移
住
定
住
支
援
対

策⑹
農
林
業
の
振
興
に
向
け
て

⑺
展
示
場
提
供
に
つ
い
て

⑻
情
報
通
信
整
備
の
強
化

⑼
五
木
源
パ
ー
ク
で
県
民
体
育

祭
が
開
催

⑽
29

年
度
も
各
施
策
に
積
極
的

に
取
り
組
む

　

村
民
の
収
入
面
で
の
直
接
効

果
に
結
び
付
け
て
い
く
課
題
。

村
民
の
意
見
の
反
映
を
一
番
に

取
り
組
ま
れ
る
村
長
の
方
針
を

伺
い
た
い
。

村
長　

・
施
政
方
針
に
つ
い
て
は
交
流

人
口
の
増
大
、
林
業
に
よ
る
収

入
増
大
、
道
の
駅
関
係
、
物
産

館
の
展
開
、
交
流
人
口
に
つ
い

て
は
、
今
後
さ
ら
に
「
ヒ
ス
ト

リ
ア
テ
ラ
ス
五
木
谷
」
も
含
め
、

交
流
人
口
を
増
や
し
、
五
木
物

産
の
努
力
、
村
民
所
得
向
上
に

努
め
て
い
き
た
い
。
林
業
の
関

係
で
は
、
議
会
に
お
願
い
し
、

高
性
能
林
業
機
械
等
の
補
助
事

業
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
林
業

従
事
者
の
方
々
の
確
保
に
努
め
、

山
元
に
還
元
で
き
る
よ
う
努
力

し
て
い
る
。
全
体
的
に
波
及
効

果
を
及
ぼ
し
た
い
。

「ヒストリアテラス五木谷」
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岡本　正 議員

一般
　　質問

��������

����
�

����
�

����

����
�産

業
の
起
業
支
援
は
で
き
な
い
か

和
田
村
長　

現
在
の
制
度
で
優
遇
策
は
取
っ
て
い
る

質
問　

雇
用
対
策
と
し
て
村
長

は
い
ろ
い
ろ
取
り
組
ま
れ
て
い

る
が
、
若
者
の
就
業
の
場
が
少

な
い
。
企
業
誘
致
は
条
件
整
備

等
で
厳
し
い
の
で
、
小
さ
な
産

業
を
立
ち
上
げ
る
ほ
か
な
い
と

思
う
。
産
業
の
起
業
支
援
は
で

き
な
い
か
。

村
長　

村
の
方
で
は
、
い
わ
ゆ

る
業
を
起
こ
す
支
援
、
既
存
の

企
業
に
対
す
る
支
援
は
行
っ
て

い
る
。
現
在
の
制
度
と
し
て
優

遇
策
は
取
っ
て
い
る
。

質
問　

ま
ず
、
産
業
を
立
ち
上

げ
る
時
に
金
が
か
か
る
。
若
者

が
自
分
で
何
ら
か
の
事
業
を
起

こ
し
た
い
と
い
う
場
合
に
支
援

が
必
要
だ
と
思
う
。
産
業
の
起

業
基
金
を
つ
く
っ
た
ら
ど
う
か

と
思
う
が
、
村
長
の
お
考
え
を

伺
い
た
い
。

村
長　

五
木
村
は
、
商
工
振
興

補
助
金
要
綱
を
定
め
て
お
り
、

最
高
金
額
２
，
５
０
０
万
円
ま

で
の
制
度
は
設
け
て
い
る
。
そ

の
他
、
新
規
雇
用
の
場
合
１
年

間
60

万
円
で
あ
る
と
か
、
加
工

施
設
と
か
い
ろ
ん
な
助
成
策
は

設
け
て
い
る
が
、
今
ま
で
数
十

件
は
あ
っ
た
が
、
広
報
が
足
り

な
い
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
あ

ま
り
ご
利
用
が
な
い
。
基
金
の

話
で
は
、
１
億
円
程
度
の
基
金

造
成
を
し
て
お
い
て
、
そ
の
中

で
や
っ
て
い
く
と
分
か
り
や
す

い
と
は
思
っ
て
い
る
。
検
討
は

し
て
い
き
た
い
。

祭
り
で
の
送
迎
支
援
は

質
問　

住
民
か
ら
「
新
緑
祭
り
」

や
「
子
守
唄
祭
り
」
に
行
き
た

い
が
車
が
な
い
の
で
行
け
な
い
、

村
か
ら
車
を
出
し
て
も
ら
え
な

い
か
と
言
う
話
を
聞
く
が
、
住

民
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
対
応
で
き

な
い
か
。

村
長　

村
で
も
大
き
な
催
し
物

と
し
て
「
新
緑
祭
り
」
、
「
子
守

唄
祭
り
」
、
「
敬
老
式
典
」
な
ど

が
あ
る
が
、
子
守
唄
祭
り
や
敬

五木源パークの入口付近 祭り会場の様子

老
式
典
で
は
朝
迎
え
に
行
き
、

夕
方
お
送
り
す
る
と
い
う
形
で

は
し
て
い
る
。
た
だ
、
中
間
で

の
お
帰
り
の
場
合
、
不
便
性
は

あ
る
と
思
う
。

質
問　

祭
り
も
た
く
さ
ん
あ
る

わ
け
で
は
な
い
の
で
、
い
つ
も

外
に
出
る
機
会
が
少
な
い
人
た

ち
に
楽
し
み
を
つ
く
っ
て
や
る

こ
と
も
生
き
が
い
対
策
で
あ
る

と
思
う
の
で
、
ぜ
ひ
、
実
施
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

村
長　

高
齢
者
も
多
く
な
っ
て

い
く
と
こ
ろ
も
あ
り
、
ぜ
ひ
祭

り
に
は
皆
さ
ん
来
て
い
た
だ
き

た
い
と
い
う
思
い
が
あ
る
の
で
、

中
身
の
充
実
に
つ
い
て
は
、
祭

り
の
実
行
委
員
会
と
も
検
討
さ

せ
て
い
た
だ
き
た
い
。
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コンビニエンスストアイメージ

村
長　

あ
と
２
年
間
で
進
捗
を
図

り
、
計
画
に
つ
い
て
は
熊
本
県
に

「
五
木
村
振
興
条
例
」
が
あ
っ
て

こ
れ
は
時
限
立
法
で
は
な
い
。
30

年
度
で
終
わ
り
と
い
う
事
で
は
な

い
の
で
基
金
も
含
め
て
お
願
い
し

て
い
き
た
い
。

早田吉臣 議員

コンビニと

　　　コインランドリーは
和田村長　実現に至っていない

��������

����
�

����
�

����

����
�

一般
　　質問

質
問　

「
ふ
る
さ
と
五
木
村
づ
く

り
」
計
画
の
現
在
の
進
捗
状
況

は
ど
れ
く
ら
い
な
の
か
。

村
長　

事
業
費
ベ
ー
ス
で
70

数

パ
ー
セ
ン
ト
、
具
体
例
と
し
て

高
齢
者
の
要
介
護
認
定
率
が
全

国
平
均
よ
り
７
〜
８
％
下
回
っ

て
い
た
り
脳
ド
ッ
ク
の
利
用
等

で
健
康
、
衛
生
面
で
効
果
が
上

が
っ
て
来
た
と
思
う
。

質
問　

若
者
、
壮
年
世
代
、
子

育
て
世
代
の
健
康
対
策
は
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

村
長　

高
齢
者
に
目
が
向
き
が

ち
で
、
中
堅
層
は
一
生
懸
命
に

働
い
て
い
て
健
康
が
当
た
り
前

と
い
う
感
覚
な
の
で
目
が
届
か

な
い
と
こ
ろ
が
あ
り
、
十
分
に

手
が
届
く
よ
う
進
め
て
い
く
べ

き
と
思
っ
て
い
る
。

質
問　

計
画
成
果
の
検
証
は
村

長
自
身
で
さ
れ
た
の
か
そ
れ
と

も
課
長
会
等
で
精
査
、
検
証
を

さ
れ
た
の
か
。

村
長　

各
課
題
を
各
事
業
ご
と

に
担
当
課
に
振
り
分
け
て
行
っ

て
い
る
。
ま
た
、
全
体
的
に
は

再
建
対
策
本
部
で
も
反
省
や
次

年
度
の
方
向
性
を
踏
ま
え
て
い

る
と
こ
ろ
。
一
番
大
き
な
評
価

と
し
て
は
住
民
代
表
で
あ
る
議

会
の
決
算
委
員
会
等
で
の
ご
意

見
を
指
針
と
し
て
い
る
。

質
問　

定
住
促
進
の
た
め
事
業

展
開
さ
れ
た
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
と
コ
イ
ン
ラ
ン
ド
リ
ー

の
設
置
調
査
は
そ
の
後
の
経
過

と
結
果
は
ど
う
な
っ
た
の
か
。

村
長　

コ
ン
ビ
ニ
に
つ
い
て
は
、

24

時
間
営
業
と
な
る
と
経
営
的
に

は
赤
字
と
な
り
、
コ
イ
ン
ラ
ン
ド

リ
ー
に
つ
い
て
は
、
設
備
投
資

が
２
０
０
０
万
円
〜
２
５
０
０
万

円
、
対
象
客
が
３
０
０
０
人
位
無

い
と
採
算
が
獲
れ
な
い
と
い
う
こ

と
で
実
現
に
至
っ
て
な
い
状
況
に

あ
る
。

質
問　

採
算
が
取
れ
な
い
の
で

あ
れ
ば
、
発
想
の
転
換
で
ラ
ン

ド
リ
ー
の
衣
類
乾
燥
機
が
10

万

円
で
購
入
出
来
る
と
し
て
２
０

０
０
万
円
で
あ
れ
ば
２
０
０
台

購
入
出
来
る
の
で
、
今
の
世
帯

数
が
５
０
０
世
帯
少
し
な
の
で

検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

村
長　

村
内
世
帯
が
約
５
０
０

世
帯
な
の
で
す
べ
て
の
方
が
使
う

事
と
は
別
に
し
て
検
討
さ
せ
て
頂

き
た
い
と
思
う
。

若
者
会
議
の
設
置
は

質
問　

こ
の
よ
う
な
意
見
は
、
若

者
世
代
か
ら
出
て
来
た
事
な
の
で

若
者
世
代
の
意
見
を
聞
く
場
「
若

者
会
議
」
な
ど
を
設
け
た
ら
と
思

う
の
だ
が
。

村
長　

毎
年
度
の
事
業
説
明
会
な

ど
世
帯
主
な
ど
が
主
に
出
席
さ
れ

て
い
て
、
働
き
盛
り
の
方
の
出
席

が
少
な
い
の
で
懇
談
会
な
ど
の
よ

う
な
場
で
聞
く
必
要
は
あ
る
と

思
っ
て
い
る
。

質
問　

「
ふ
る
さ
と
五
木
村
づ
く

り
」
計
画
は
平
成
30

年
度
で
終
わ

る
が
、
そ
の
精
査
と
そ
の
後
の
計

画
は
ど
う
な
る
の
か
。

CONVENIENCE  STORE
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蒲島県知事・県議会岩下議長へ要望

蒲島県知事の川辺川ダム建設の白紙表明により、ダム事業を巡る状況は一変した。平成 23 年６月の国・

県・村による「五木村の今後の生活再建を協議する場」での合意に基づく残事業、特に国道 445 号九

折瀬地区の道路は住民の重要な生活道路であり早期の完成、また主要地方道 宮原五木線八代側の改良

工事に着手すること、国・県が進めてきたダム事業施策の影響で人口の減少は大きく、村民生活、再

生再建の取り組みを要望した。

県側出席者

　蒲島県知事、田嶋副知事、企画振興部長、地域文化振興局長、土木部長、道路整備課長、

　川辺川ダム総合対策課長

県議会側出席者

　岩下県議会議長、溝口副議長、松田県議、緒方県議

五木村側出席者

　和田村長、議長他議員９名、議会事務局長

要望事項

・国道445号九折瀬地区については、国・県・村の三者協議の経緯を踏まえ平成32年度までに完成

すること。

・主要地方道 宮原五木線の更なる整備に向けて早期に設計に着手すること。

・村民の生活再建に必要な施策の積極的な支援。

（平成29年６月８日）

県知事へ 県議会議長へ
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5
 9日 ５月定例全員協議会

 10日 ５月定例郡議長会

  人吉下球磨消防組合全員協議会及び臨時議会（中村議員）

 12日 郡町村監査委員連絡協議会定期総会（岡本監査委員）

 15日 経済常任委員会

  人吉下球磨消防組合例月監査（中村議員）

  溝口県議会副議長就任祝賀会（議長ほか）

 17日 人吉下球磨消防組合議会議員視察研修（～19日　中村議員）

 18日 郡町村議会事務局長会議

 21日 保小中高合同運動会

 22日 県議長会研修会（議長、事務局長）

 23日 五木村商工会総会（議長）

 24日 地方創生に関する特別委員会（全委員）

  臨時全員協議会

 25日 例月監査（岡本監査委員）

 26日 人吉球磨広域行政組合第2回臨時会（田山議員、山本議員）

 31日 全国町村議会議長・副議長研修会（～ 6/1　議長、副議長）

6
 5日 県議長会臨時総会（議長）

  ６月定例郡議長会

 7日 ダム事業説明会（全議員）

  ６月定例全員協議会

 8日 議会運営委員会

  県知事及び県議会議長要望（全議員）

 9日 人吉下球磨消防組合例月監査（中村議員）

 13日 平成29年第２回議会定例会（～14日閉会）

 21日 広報委員会

 22日 郡監査協議会役員会（事務局長代理出席）

 23日 例月監査（岡本監査委員）

 29日 人吉地区防犯協会連合会評議員会（議長）

 30日 県道小鶴原女木線期成会総会（議長）

7
 5日 定例全員協議会

 10日 人吉下球磨消防組合例月監査（中村議員）

 12日 広報委員会

  県道五木湯前線・幸野染田線期成会総会（議長、経済常任委員長）

 13日 川辺川ダム建設促進協議会総会、合同期成会総会（議長）

  7月定例郡議長会

 18日 五木村議会議員一般選挙告示日

 23日 五木村議会議員一般選挙投開票日

 25日 県町村監査委員連絡協議会臨時総会及び研修会（監査委員、事務局長）

 26日 例月監査（岡本監査委員）

●議会の動き（5月～7月）●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

田山淳士 議員、早田吉臣 議員

地方自治功労賞を受賞

　本年２月に開催されました熊本県町村議会議長会第 67回

定期総会におきまして両名の方が表彰を受けられました。

　田山淳士議員におかれましては、熊本県町村議会議長会会長より 23 年以上

の在職の自治功労と、早田吉臣議員におかれましても、全国町村議会議長会会

長より 15 年以上在職と、熊本県町村議会議長会会長より同じく在職 15 年以上

の自治功労の表彰をそれぞれ受けられました事をご報告いたします。
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平
成
29
年
第
２
回
五
木
村
議
会
６

月
定
例
会
が
任
期
中
最
後
の
本
会
議

と
な
っ
た
。
４
年
間
が
経
つ
の
は
早

い
も
の
で
あ
る
。

　

議
会
と
し
て
も
、
こ
の
間
、
産
業

振
興
、
雇
用
対
策
、
就
労
の
場
の
確

保
等
の
重
要
な
問
題
に
取
り
組
ん
で

き
た
。
五
木
村
の
再
生
再
建
は
こ
れ

か
ら
で
あ
る
。
こ
の
件
に
つ
い
て
、

去
る
６
月
８
日
に
蒲
島
県
知
事
、
岩
下
県
議

会
議
長
へ
和
田
村
長
と
と
も
に
全
議
員
で
要

望
を
行
っ
た
。
道
路
網
の
整
備
を
重
点
に
村

の
再
生
再
建
に
は
県
政
の
後
押
し
が
必
要
で

あ
る
こ
と
は
今
後
も
変
わ
り
な
い
。

　

翌
日
は
益
城
町
の
テ
ク
ノ
仮
設
団
地
内
に

あ
る
「
く
ま
も
と
型
復
興
住
宅
」
の
モ
デ
ル

住
宅
展
示
場
の
一
角
に
、
わ
が
五
木
村
の
葉

枯
ら
し
乾
燥
ス
ギ
材
を
使
っ
た
「
五
木
源
（
ご

き
げ
ん
）
住
宅
」
が
建
築
し
て
あ
る
と
い
う

こ
と
で
見
学
し
た
。
五
木
産
材
の
産
直
住
宅

を
進
め
て
森
林
で
自
立
す
る
村
づ
く
り
が
で

き
る
よ
う
願
い
た
い
。

　

最
後
に
な
っ
た
が
、
今
後
も
台
風
な
ど
気

象
の
変
化
に
留
意
さ
れ
、
安
全
対
策
に
は
十

分
気
を
付
け
て
過
ご
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

広
報
委
員
会
も
任
期
中
最
後
の
編
集
後
記
と

な
っ
た
。
こ
れ
か
ら
も
議
会
広
報
に
村
民
の

皆
様
の
ご
協
力
ご
支
援
を
お
願
い
し
て
締
め

く
く
り
と
す
る
。　
　
　
　
　
　
　
　

（
山
本
）

五
木
村
議
会
だ
よ
り

1
2
1
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2
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7
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行
　
五
木
村
議
会

発
行
責
任
者
　
議
長
　
西
村
久
徳

編
　
　
　
集
　
議
会
広
報
委
員
会

次
回
の
定
例
会
は
九
月
中
旬
の
予
定
で
す
。

皆
様
の
傍
聴
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

編集
後記

�����

������
����

表紙題字：尾方　芳郎氏

ヤマボウシ
　ミズキ科サンシュ属　別名ヤマグワとも言われる。西洋ハナミズキに似るが別種で

あるが、ハナミズキと呼ぶところもある。４枚の白い花びらに見えるところは総苞と

言われるところで実際の花はその中心部に咲く。見た目は緑の果実の様に見えるが、

秋ごろに赤く熟すと食べられるそうだ。筆者は野生のヤマボウシを下梶原の奥地にて

初めて見かけた。県有林の中にポツンと咲いていたので誰かの手植えかと思われたが

定かではない。花期は６月の半ば頃である。

ミズキ
　ミズキ科サンシュ属　別名クルマミズキ、本村内

では多くミズシと呼ばれ、枝先を水平に長く伸ばし

棚を重ねたように見えるのには、棚ミズシ、図鑑な

どでクマノミズキと紹介してあるのには、アカミズ

シとかカタミズシなどと呼ぶようである。名前の由

来は春先に枝先を切ってみると水が滴り落ちるとこ

ろからともいわれている。花期は６月から７月半ば

頃まで山間の谷筋などで多く見かける。

ヤマアジサイ


